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４４．０６ 

 

同一出願人により異なった日に出願された二以上の意匠登録出願についての 

意匠法第９条及び第１０条第１項の適用について 

 

＜取扱いの原則＞ 

（１） 同人による類似の意匠について異なった日に二以上の意匠登録出願があった場合

は、拒絶の理由のない最先の意匠登録出願に係る意匠を登録する。  

（２） 後の意匠登録出願については、その出願が基礎意匠の意匠登録出願の日（優先権

主張の効果が認められる出願の場合は優先日）から１０年を経過する日前までに出

願されており、本意匠とその関連意匠、又は、基礎意匠（注１）と基礎意匠に係る関

連意匠として出願され、その関係が成り立っている場合（注２）には、意９条２項の

規定に関わらず協議の対象としない。 
（注１） 本意匠のうち最初に選択されたもの、すなわち、「本意匠」であって他の意匠の

関連意匠でないものを「基礎意匠」という。 
（注２） 関連意匠は、本意匠として選択した意匠に類似するものでなければならない。 

 

【凡例】以下の説明において、各図は下記の意味を表すものとして使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該意匠 

 

当該意匠の類似する範囲 

類似する関係 

類似しない関係（類似範囲に重なりがある） 

類似しない関係（類似範囲に重なりがない） 

基礎意匠 

本意匠と関連意匠の関係 

基 

本 関 
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１．異日に出願された類似しない２つの意匠（本意匠－関連意匠関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．異日に出願された類似する２つの意匠（本意匠－関連意匠関係なし） 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされていな

い場合、後願Ｂには「待ち通知」を行う。 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされた場合

に、後願Ｂに対して、意９条１項の拒絶理由を

通知する。 

（この際、「なお、この意匠登録出願に対して

上記意匠登録第○○○○○○○号（先願Ａ）の

意匠を本意匠とする補正をした場合には、この

拒絶理由は解消します。」との旨の「なお書

き」を記載する。） 

 

・後願Ｂについて、先願Ａを本意匠とする関連

意匠の出願に補正された場合には、後願Ｂを登

録する。 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂの関連意匠が本意匠に類似しない場

合は、意１０条１項の拒絶の理由を通知す

る。 

 

 

 

 

 

 

・Ｂについて、本意匠の表示の欄を削除する

補正が行われたときは登録する。 

Ｂ(後願) 

Ａ(先願) 

非類似 
本 

関 

Ｂ(後願) 

Ａ(先願) 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) 本 

関 
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３．異日に出願された相互に類似する３つの意匠（本意匠－関連意匠関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａ及び先願Ｂの意匠権の設定の登録が

なされた場合に、後願Ｃに対して、両先願意

匠を引用意匠とする意９条１項の拒絶の理由

を通知する。 

（この際、「なお、この意匠登録出願に対して

上記意匠登録第○○○○○○○号（先願Ａ）

の意匠又は意匠登録第○○○○○○○号（先

願Ｂ）の意匠を本意匠とする補正をした場合

には、この拒絶理由は解消します。」との旨の

「なお書き」を記載する。） 

 

・後願Ｃについて、先願Ａを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

 

 

 

 

 

・後願Ｃについて、先願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

 

 

・なお、後願Ｃが出願当初より、左記のよう

に先願Ａ又は先願Ｂを本意匠としている場

合、他方の先願意匠を引用意匠とする意９条

１項の拒絶の理由を通知することなく、後願

Ｃを登録する。 

  

 

 

 

関 
基 

関 

本 

 

本 

関 
本 

関 

類似 

類似 類似 

Ｂ(先願) Ａ(先願) 

C(後願) 

Ｂ(先願) Ａ(先願) 

C(後願) 

Ｂ(先願) Ａ(先願) 

C(後願) 

関 本 
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４‐１．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠(本意匠－関連意匠関係なし(1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａ及び先願Ｂの設定登録がなされた場

合に、後願Ｃに対して両先願意匠を引用意匠

とする意９条１項の拒絶理由を通知する。（こ

の際、「なお、この意匠登録出願を上記登録意

匠のいずれかを本意匠とする関連意匠の出願

に補正しても、他方の登録意匠に対しては意

匠法第１０条第１項の規定の適用を受けるこ

とができないため、登録を受けることができ

ません」との旨の「なお書き」を記載する。） 

 

 

 

・後願Ｃがいずれかの先願の意匠を本意匠と

する関連意匠の出願に補正された場合には、

他方の先願に係る拒絶の理由により拒絶す

る。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

非類似 

類似 類似 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 

関 
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４‐２．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａ及び先願Ｂの意匠権の設定の登録が

なされた場合に、先願Ｃの意匠は先願Ｂの意

匠と類似するため意９条１項の規定に該当

し、登録を受けることができないため、後願

Ｃに対して意匠Ｂを引用意匠とする意９条１

項の拒絶理由を通知する。（この際、「なお、

この意匠登録出願を、上記意匠登録第○○○

○○○○号（先願Ｂ）の意匠を本意匠とする

関連意匠の出願に補正しても、本願意匠は意

匠登録第○○○○○○○号（先願Ａ）の意匠

にも類似し、両先願意匠について同時に意匠

法第１０条第１項の規定の適用を受けること

ができないため、登録を受けることができま

せん。」との旨の「なお書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｃが先願Ｂを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合には、先願Ａを引用意

匠とする意９条１項の拒絶理由を新たに通知

する。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ後願) 

非類似 

類似 類似 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 

関 

本 

関 
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４‐３．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(2)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａ及び先願Ｂの意匠権の設定の登録が

なされた場合に、後願Ｃに対して、両先願意

匠を引用意匠とする意９条１項の拒絶の理由

を通知する。 

（この際、「なお、この意匠登録出願に対して

上記意匠登録第○○○○○○○号（先願Ｂ）

の意匠を本意匠とする補正をした場合には、

この拒絶理由は解消します。」との旨の「なお

書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｃについて、先願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

類似 

類似 本 関 

非類似 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

本 

関 

基 
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４‐４．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(3)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ｂの意匠権の設定の登録がなされた場

合に、後願Ｃに対して意匠Ｂを引用意匠とす

る意９条１項の拒絶理由を通知する。（この

際、「なお、この意匠登録出願の意匠は、本意

匠として出願した意匠登録第○○○○○○○

号（先願Ａ）の意匠とは類似していないもの

と認められます。また、この意匠登録出願に

対して上記意匠登録第○○○○○○○号（先

願Ｂ）の意匠を本意匠とする補正をした場合

には、この拒絶理由は解消します。」との旨の

「なお書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｃについて、先願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

類似 

類似 本 関 

非類似 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

本 

関 

基 

関 
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４‐５．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(4)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先々願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなけれ

ば登録する。 

・後願Ｃには「待ち通知」を行う。 

 

・先々願Ａ及び先願Ｂの意匠権の設定の登録

がなされた場合に、後願Ｃに対して、先願意

匠Ｂを引用意匠とする意９条１項の拒絶の理

由を通知する。 

（この際、「なお、この意匠登録出願に対して

上記意匠登録第○○○○○○○号（先願Ｂ）

の意匠を本意匠とする補正をした場合には、

この拒絶理由は解消します。」との旨の「なお

書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｃについて、先願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

Ａ(先々願) 

Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

類似 

類似 
本 

関 

非類似 

基 

関 

Ａ(先々願) 

Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 

関 

本 
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４‐６．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(5)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び後願Ｃに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｂには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされた場

合に、後願Ｂに対し先願Ａを引用意匠とする

意９条１項の拒絶理由を通知する。（この際、

「なお、この意匠登録出願の意匠は、本意匠

として出願した意願○○○○－○○○○○号

（後願Ｃ）の意匠とは類似しないものと認め

られます。」及び「この意匠登録出願に対し

て、上記意匠登録第○○○○○○○号（先願

Ａ）の意匠を本意匠とする補正をした場合に

は、この拒絶理由は解消します。」との旨の

「なお書き」を記載する。） 

 

・後願Ｂが先願Ａを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合には、後願Ｂを登録す

る。 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

類似 

非類似 

本 

非類似 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 
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４‐７．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(6)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂと後願Ｃの間に協議を指令する。（こ

の際、後願Ｂには、「なお、この意匠登録出願

の意匠は、本意匠として出願した意願○○○

○－○○○○○○号（意匠登録第○○○○○

○○号）（先願Ａ）の意匠と類似しているもの

と認められます。よって、本願（後願Ｂ）

を、意願○○○○－○○○○○○号（後願

Ｃ）を本意匠とする関連意匠に補正された場

合は、意願○○○○－○○○○○○号（意匠

登録第○○○○○○○号）（先願Ａ）を引用意

匠とする意匠法第９条第１項の拒絶理由に該

当することとなりますのでご注意下さい。」と

の旨の「なお書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｃについて、後願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合は登録する。 

 

 

 

 

・後願Ｃが取り下げられた場合は、意匠Ｂを

登録する。 

 

 

 

 

・後願Ｂが取り下げられた場合は、意匠Ｃを

登録する。 

 

 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

類似 

類似 

非類似 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

本 関 

基 
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４‐８．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係なし(2)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂ及び後願Ｃには「待ち通知」を行

う。 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされた場

合に、後願Ｂに先願Ａを意９条１項の拒絶の

理由として通知する。（この際、「なお、この

意匠登録出願の意匠は、この意匠登録出願と

同日に出願された自己の意匠登録出願の意匠

（意願○○○○－○○○○○○号（後願Ｃ）

の意匠）とも類似するものと認められ、意匠

法第９条第２項の規定にも該当します。」との

旨の「なお書き」を記載する。） 

・後願Ｃには、同日に出願された意匠Ｂのみ

と類似する旨を記載した「待ち通知」を行

う。 

 

・後願Ｃが取り下げられ、後願Ｂが意匠Ａを

本意匠とする関連意匠の出願に補正された場

合には、後願Ｂを登録する。 

 

 

 

・後願Ｂが取り下げられた場合には、後願Ｃ

を登録する。 

 

 

 

・後願Ｂについて、意匠Ａを本意匠とする関

連意匠の出願に補正された場合には、後願Ｂ

及び後願Ｃに協議を指令する。（この際、後願

Ｂには、「なお、この意匠登録出願の意匠は、

本意匠として出願した意願○○○○－○○○

○○○号（意匠登録第○○○○○○○号）（先

願Ａ）の意匠と類似しているものと認められ

ます。」との旨の「なお書き」を記載する。） 

（以降は、４－７．参照） 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

類似 

類似 

非類似 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 
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４‐９．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（１つに拒絶の理由がある場合

(1)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂには「待ち通知」を行う。 

・後願Ｃには、拒絶の理由を通知する。 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされ、後

願Ｃの拒絶査定が確定した場合に、後願Ｂに

先願Ａを意９条１項の拒絶の理由として通知

する。 

 

・後願Ｂについて、先願Ａを本意匠とする関

連意匠の出願に補正された場合には、後願Ｂ

を登録する。 

 

 

 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされ、後

願Ｃの拒絶理由が解消した場合は、後願Ｂに

対し先願Ａを引用意匠とする意９条１項の拒

絶理由を通知する。（この際、後願Ｂには「こ

の意匠登録出願の意匠は、この意匠登録出願

と同日に出願された自己の意匠登録出願の意

匠（意願○○○○－○○○○○号（先願Ｃ）

の意匠）に類似するものと認められ、意匠法

第９条第２項の規定にも該当します。」との旨

の「なお書き」を記載する。） 

・後願Ｃには、同日に出願された後願Ｂと類

似する旨を記載した「待ち通知」を行う。 

 

・後願Ｂが先願Ａを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合には、後願Ｂと後願Ｃ

に協議を指令する。 

（以降は、４－７．参照） 

 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

類似 

類似 

非類似 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 

関 

拒絶理由 
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４‐１０．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（１つに拒絶の理由がある場合

(2)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂには、拒絶の理由を通知する。 

・後願Ｃには、「待ち通知」を行う。 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされ、後

願Ｂの拒絶査定が確定した場合に、後願Ｃを

登録する。 

 

 

 

 

・先願Ａの意匠権の設定の登録がなされ、後

願Ｂの拒絶理由が解消した場合は、後願Ｂに

対し先願Ａを引用意匠とする意９条１項の拒

絶理由を通知する。（この際、後願Ｂには「こ

の意匠登録出願の意匠は、この意匠登録出願

と同日に出願された自己の意匠登録出願の意

匠（意願○○○○－○○○○○号（先願Ｃ）

の意匠）に類似するものと認められ、意匠法

第９条第２項の規定にも該当します。」との旨

の「なお書き」を記載する。） 

・後願Ｃには、同日に出願された後願Ｂと類

似する旨を記載した「待ち通知」を行う。 

 

・後願Ｂが先願Ａを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合には、後願Ｂと後願Ｃ

に協議を指令する。 

（以降は、４－７．参照） 

 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

類似 

類似 

非類似 

拒絶理由 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願)  

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 
 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 
 

本 

関 
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４‐１１．異日に出願された類似又は非類似の３つの意匠（本意匠－関連意匠関係(7)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａに拒絶の理由がなければ登録する。 

・後願Ｂと後願Ｃの間に協議を指令する。（こ

の際、後願Ｂには、「なお、この意匠登録出願

の意匠は、本意匠として出願した意願○○○

○－○○○○○○号（意匠登録第○○○○○

○○号）（先願Ａ）の意匠とは類似していない

ものと認められます。」との旨の「なお書き」

を記載する。） 

 

 

・後願Ｂが意匠Ｃを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合、又は、後願Ｂの本意

匠の表示の欄を削除する補正をし、後願Ｃに

ついて後願Ｂを本意匠とする関連意匠の出願

にする補正が行われた場合には、後願Ｂ及び

後願Ｃを登録する。 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

非類似 

類似 

非類似 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 関 

Ａ(先願) 

Ｂ(後願) Ｃ(後願) 

本 関 
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５－１．異日に出願された類似又は非類似の４つの意匠（本意匠－関連意匠関係(1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ、先願Ｂ及び先願Ｃに拒絶の理由が

なければ登録する。 

・後願Ｄには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ａ、先願Ｂの設定登録がなされた場合

に、後願Ｄに対して意匠Ａ及び意匠Ｂを引用

意匠とする意９条１項の拒絶理由を通知する。

（この際、「なお、この意匠登録出願を上記意

匠登録第○○○○○○○号（先願Ａ）の意匠

を本意匠とする関連意匠の出願に補正して

も、本願の意匠は上記意匠登録第○○○○○

○○号（先願Ｂ）の意匠とも類似し、意匠法

第９条第１項の拒絶の理由を解消できないた

め、登録を受けることができません。」との旨

の「なお書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｄが先願Ａを本意匠とする関連意匠の

出願に補正された場合には、意匠Ｂを引用意

匠とした意９条１項の拒絶理由により拒絶す

る。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

A-B, A-C, D-Cは非類似 

類似 類似 

本 関 

D(後願) 

類似 

類似 

Ａ(先願) Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

D(後願) 

本 関 

本 

関 
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５－２．異日に出願された類似又は非類似の４つの意匠（本意匠－関連意匠関係(2)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ及び先願Ｂに拒絶の理由がなければ

登録する。 

・後願Ｃ及び後願Ｄには「待ち通知」を行

う。 

 

・先願Ａ及び先願Ｂの意匠権の設定の登録が

なされた場合に、後願Ｃに対して、先願Ａ及

び先願Ｂを引用意匠とする意９条１項の拒絶

の理由を通知する。（この際、「なお、この意

匠登録出願に対して上記意匠登録第○○○○

○○○号（先願Ａ）の意匠又は意匠登録第○

○○○○○○号（先願Ｂ）の意匠を本意匠と

する補正をした場合には、この拒絶理由は解

消します。」との旨の「なお書き」を記載す

る。） 

 

・後願Ｄに対しては、意匠Ｂを引用意匠とす

る意９条１項の拒絶の理由を通知する。（この

際、「なお、この意匠登録出願に対して上記意

匠登録第○○○○○○○号（先願Ｂ）の意匠

を本意匠とする補正をした場合には、この拒

絶理由は解消します。」との旨の「なお書き」

を記載する。） 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

類似 

類似 
本 関 

B-Cは類似、A-Dは非類似 

D(後願) 

類似 

類似 
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後願Ｃについて先願Ａを本意匠とする関連意

匠に補正し、後願Ｄについて後願Ｃを本意匠

とする関連意匠に補正した場合、 

後願Ｃについて先願Ａを本意匠とする関連意

匠に補正し、後願Ｄについて先願Ｂを本意匠

とする関連意匠に補正した場合、 

後願Ｃについて先願Ｂを本意匠とする関連意

匠に補正し、後願Ｄについて後願Ｃを本意匠

とする関連意匠に補正した場合、 

後願Ｃについて先願Ｂを本意匠とする関連意

匠に補正し、後願Ｄについて先願Ｂを本意匠

とする関連意匠に補正した場合、 

後願Ｃについて後願Ｄを本意匠とする関連意

匠に補正し、後願Ｄについて先願Ｂを本意匠

とする関連意匠に補正した場合、 

いずれの場合も、後願Ｃ及び後願Ｄを登録す

る。 

 

 

・なお、後願Ｃ及び後願Ｄが出願当初より、

左記のように本意匠を指定している場合、い

ずれの場合も、後願Ｃ又は後願Ｄに、先願の

意匠を引用意匠とする意９条１項の拒絶の理

由の通知又は後願Ｃと後願Ｄとの間の協議の

指令をすることなく、後願Ｃ及び後願Ｄを登

録する。 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

本 関 

関 

基 

D(後願) 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 
本 

関 関 

基 

D(後願) 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

本 関 

関 

基 

D(後願) 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

関 関 

基 

D(後願) 

本 

本 

Ａ(先願) Ｂ(先願) 

Ｃ(後願) 

本 関 

関 
関 

基 

D(後願) 

本 

本 
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５－３．異日に出願された類似又は非類似の４つの意匠（本意匠－関連意匠関係(3)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ、先願Ｂ及び先願Ｃに拒絶の理由が

なければ登録する。 

・後願Ｄには「待ち通知」を行う。 

 

・先願Ｂ及び先願Ｃの意匠権の設定の登録が

なされた場合に、後願Ｄに対して、先願Ｂ及

び先願Ｃの意匠を引用意匠とする意９条１項

の拒絶の理由を通知する。 

（この際、「なお、この意匠登録出願に対して

上記意匠登録第○○○○○○○号（先願Ｂ）

の意匠又は意匠登録第○○○○○○○号（先

願Ｃ）の意匠を本意匠とする補正をした場合

には、この拒絶理由は解消します。」との旨の

「なお書き」を記載する。） 

 

 

・後願Ｄについて、先願Ｂを本意匠とする関

連意匠に補正された場合も、先願Ｃを本意匠

とする関連意匠に補正された場合も、いずれ

の場合も登録する。 

 

（本願意匠と類似するとされた先願の意匠同

士が類似していない場合であっても、それら

先願の意匠が一つの基礎意匠に係る関連意匠

のグループであれば、本願は意匠登録を受け

ることができる。） 

Ａ(先願) 

Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

類似 

類似 
本 

関 

B-C、A-Ｄは非類似 

D(後願) 

類似 

類似 

関 

基 

基 

本 

関 

本 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

本 

関 

D(後願) 

関 

Ａ(先願) 

Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

本 

関 

D(後願) 

関 
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６．異日に出願された類似する４つの意匠（本意匠－関連意匠関係あり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先願Ａ、先願Ｂ、先願Ｃ及び後願Ｄを登録

する。 

 

（後願Ｄは、先願Ｃを本意匠とする関連意匠

出願であるが、基礎意匠である先願Ａや、そ

の他の関連意匠である先願Ｂ及び先願Ｃとも

類似している。 

このような場合であっても、後願Ｄが本意

匠として指定した先願Ｃと類似しているとき

は、後願Ｄについて、先願Ａや先願Ｂとの類

否判断を行うことなく、先願Ｃを本意匠とす

る関連意匠の登録を行う。） 

Ａ(先願) 

Ｂ(先願) Ｃ(先願) 

類似 

類似 
本 

関 

Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄはいすれも相互に類似 

D(後願) 

類似 

類似 

関 

本 

関 

基 
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＜参考＞異日に出願された類似又は非類似の複数の意匠（意匠権の消滅あり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎意匠Ｂに係る関連意匠Ｈの登録の可否の判断において、同Ｄが消滅していた

た場合、Ｄと類似の自己の公知意匠Ｉは、新規性等の判断の基礎とする資料から除

外されないことから、関連意匠Ｈは、公知意匠Ｉを引用意匠とする意３条１項３号

による拒絶の理由を通知する。 

他方、基礎意匠Ａに係る関連意匠Ｇの登録の可否の判断においては、別の基礎意

匠に係る関連意匠であるＤが消滅した後であっても、Ｃ及びＥが存続していること

により、意１０条８項の規定の適用を受け、Ｃ及びＥと類似の自己の公知意匠Ｉ

は、新規性等の判断の基礎とする資料から除外される。他に拒絶の理由がない場

合、Ｇを登録する。 

 

 

 

 

Ａ(先々々願) 

Ｃ(先々願) 

Ｅ(先願) 
類似 

類似 

※類似と記載した 

意匠以外は非類似 

Ｂ(先々々願) 

類似 

基 基 

Ｄ(先々願) 

Ｆ(先願) 
類似 

自己の公知意匠Ｉ 

 ・先々願と先願の間に出現 

 ・Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ,Ｇ,Ｈと類似 

関 

本 

関 

本 

関 

本 

関 

本 

Ｇ(後願) 
類似 Ｈ(後願) 

類似 

関 

本 

関 

本 

消滅 




